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	静岡市立高校１年生７名


	高校生フィールドワークで来社
	　８月４日（火）、静岡市立高校１年生７名が来社されました。目的は夏休みの課題である『高校生フィールドワーク』の一環で、「金属を蘇らせる技術とそれを支える人の想いを探る旅」のテーマのもと我が社に来られました。我が社がどんなことをやっているのか、またものづくりの面白さや魅力に触れることで、進路選択の一助にするとのことでした。 　まずは松野さんより我が社の歴史、仕事内容を紹介。その後、お馴染みとなったムラタ坊やのプラ板作り。そして工場見学をした後、辻さんと佐藤さんにインタビューを行いました。「一番、楽しかった仕事はなんですか？」「作業中、失敗することってありますか？」など、率直な意見が出てきました。２時間という時間、学生たちは静岡のものづくりの面白さや魅力に触れる時間となりました。社員の皆様、ご協力ありがとうございました。


